佐賀大学大学院理工学研究科博士後期課程の在学期間に関する申合せ
（令和３年３月３日制定）
佐賀大学大学院学則（平成１６年４月１日制定）第１９条第１項ただし書及び同条第３項ただし書の規定に基づく在学期間については，この申合せの定めるところによるものとする。

１　佐賀大学大学院理工学研究科が定めた所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，優れた業績を上げた者については，３年未満で修了させること（以下「短縮修了」という。）ができる。

２　佐賀大学大学院理工学研究科博士後期課程（以下「博士後期課程」という。）に入学（進学を含む。）して以来，学位論文審査基準に適合する学位論文の他に，当該学生が主要な寄与をした１編以上の原著論文を審査制度のある学術雑誌等に発表又は受理（accept）されていて，研究遂行において十分な能力があると判定できること。

３　前２項の判定のため，主指導教員の他に，３人以上の関連する分野の教員が出席した研究発表会を行ったのち，当該学生の属するコースはこれらの教員の意見を聴取して，標準修業年限を短縮して博士後期課程を修了させるか否かを審査する。

４　当該コース主任は，前項の審査に基づいて作成された指導教員全員の署名による当該学生の短縮修了の理由書及び研究業績を研究科委員会に報告しなければならない。

５　研究科委員会は，提出された短縮修了の理由書及び研究業績に基づき，短縮修了に関する審議を行うものとする。

附　則
　この申合せは，令和３年４月１日から実施する。
